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以
上
、列
舉
せ
し

.商
薄
及
金

.融
業
と
典
^
ブ
レ
ン
タ
ノ
敎
授
が
資
本
主
義
の
最
も
有
力
な
る 

構
成
要
素

ビ

見
做
し
た
も
の
は
戦
？

 

t

、即
ち
同
敎
授
の
見
る
隹
に
ょ

.
S

戰
f

商
業 

ょ
り

4
遙
ヵ
，に
：古
き
歷

*
を
有
す

hる
營
利
衧
爲
た

6

し
に
不
拘
後
者
.は

漸
次

前
者
を
自
已
の 

目

的
に
供
す
る
に
至
つ
た

0
で
あ
る
、而
し
て
之
れ
が
願
蓊
な
例
證
は
力
ル
タ
ゴ
诹
部
地
巾
好 

咐
の
商
業
國
殊
に
羅
极
で
あ
處
み
に
第

-
ビ
ュ
一
一
ヮ
ク
戰
爭
前
後
：

4

於
け
る
同
布
の
狀
態
を
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I

E

大
な
る

I

品
の
供
給
の
如
き

S

の
建
設
の
如
き
或
は
凱
旋
の
將
跟

R.
對
す
る
動
，
 

功
の
大
小
の

?

何
れ
ネ
資
本
；主
義
的
鈕
織
や
資
本
主
義
的
精
神
の

'#
せ
し

こ
ど
を
肯
定
せ 

し
む
る

■
左
で
あ

4
11
初
®
の
雜

^
は

«
0目
ッ(

0
|
泛
は

拉
丁
語
又

た
は
古
代
以
太

利

語

こ 

て

.氏
神

..家
族

#
事
場
、所
„

等
を
包
有
せ

る
も
の

で
、之
れ
が
理
想
と
す
る
處
は
出
來
丈
け

^
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の
經

.濟
生

■活
を
繰
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返
す
，に
あ
つ
た
の
で
あ
る
"即
ち
之
れ
が
家
族
に
属
す
る
婦
女
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は
：奴
餐
を
便
役
し

■て
糸
を
紡
ぎ
或
は
衣
類
を
織
り
、又
た
料
理
或
は
穀

‘物
を
碎
く
仕
'事
を
な

し
，
 

之
へ
に
對
し
て
男
子
は
奴
隸
又
た
は
農
奴
ビ

.共

.に
野
外
の
業
務
に
：從
事
し
；た

®

で
'あ
る

"當
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の
奴
隸
に
對
す
る

.:
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般
の
，待
遇
は
決
し
て
後
世
の
如
ぐ
，殘
酷
な

▲
'
し
も
の
に
あ

_ら
中

し

て
多 

く
は
：家
族

.の

1

員
と
し
て
：其
間
殆
ん
ど
何
等
の
薄
別
的
待
遇
を

)

見「

ぶ
か

.

.つ

.
‘た
の
で
あ
る

)

を
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心
ミ
し
理
想
ど

.せ
し
に

.不
拘
、旣
は
，當
時
の
社
會
に
於
て

'職
.擊
.ホ

^

分
‘化
.：作

.一
用
の

#

せ
し

こ
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は
：仕
弇
職
、染
物
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金
_觸
.エ：

業
等

「

が
，
一
鍋
の
麵

a

的
營
業
と
し
て
脊
せ
し

^

ょ
‘つ
て
一
知
る
を
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る
の
：で
あ
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^

く
の
如

.く
工
業
の
發
達
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共
.に
.商
.業

^

就
き
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も
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少
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達
を
犀
る
に
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つ
れ
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か
ら
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を
し
て
之
れ
が
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近
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地
方
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對
し
て
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と
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む
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っ
た
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あ
る
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論
、此
中
央
市
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は
コ
リ
ン
ト
、力

f

タ

'

ダ
レ
：キ
タ
ン
ド
リ
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に
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す
れ
ば
其
初
财
に
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て
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に
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購

買

力
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る
が
、苏
後
、羅
蹲
の
手
が
亜
細
霊
弗
利
加
の
爾
方
面
に
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及

ぶ

墓
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彼
れ

「

の
富
は
四

,
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最
も
羡

0

處
ビ
化
す
る
に
：至

つ
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2

の

で

あ
.る
、殊
に
遮
細

^

方
®
か
ら
流 

入
せ
：
し
，
金
銀
は
非
常
の
巨
額
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上
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是
等
は
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金
に
あ
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れ
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し
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梳
奪
的
戰
部
の
結
果
と

し
て

貴
金
屬
興
他
の

財
資

が
著
し

く
流
入
す
る
こ

^
 

つ
I

と
は

2

な
る
農
民
生
活

£

 

而
、奢
侈
淫
佚
に
耽
ら
し
む
る 

士

f

他
の

1

商
に
於

I

:
著
し
く

S

の
宗
徒
ビ
化
せ
し
む
る
に
至
っ
た

の
で

あ
る
締
考 

f

ト

t Q

如
i

 

i

s

も
神

I

I

 

-

と
叫
ば
し
む
に
至
つ
々
の
で

b
 

る

®

ズ
て
此

I

を
滿
足
せ
じ
め
ん
：

I

幾
多
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企
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は

I
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内
外
に
於
て
發
生
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な

京

ノ

^

化
最
も
和
益
多
か
ぅ
し
も
の
ビ
し
て
市
段
に
歡
迎
せ
ら
れ
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買
取
引

I

轉

產

で

5

た
I

I

て

S
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面
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奢
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5

何
I

產
|
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5
る
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と
能
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.し
こ
と
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自
か
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正
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を
以
て
支
相
，ふ
こ
ビ

、

な
り
、然
か
も
へ
掠
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せ
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る
可
き
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源
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せ
し
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吾
人
は
次
ぎ
に
近

.世
に
於
け
る
資
本
主
義
の

®

源
は
果
し
て
何
れ

.の：處
に
求
む
可
き
か
、如 

何
に
し
て
封
建
：的
經
濟
姐
織
は
：打
破

•

ら
る

.
、
に
至
り
し
や

^
就
&
て
考
察
す
る
に
西
羅
馬 

帝

.，國
に
於
け
る

.自
然
：經

.濟

0

復
活
は
必
す
し
も
資
本
主
義

'的
.營
和

tr
爲
の
极

.本
が
打
破
を

、
M 

味
す
る
も
の
で
な
か
：つ

'キ

.乙
と
は
五
世
紀
の
初

.期

R

於
け
、̂̂以
太
利
の
諸
都
市
に
於
て
之
れ 

:を
見
る

'を
紙
る

0

%

:あ
る
、即
ち
彼
等
の
或
者
は
既
：に
十
宇
墀
以

.前

tc
!

 

富
の
集
概
者
と
な
り

—

蹲
的
農
業
的
：勢
力
に
對
立
し

.て

.锁
市
經

'»
を
構
成
、

.す
る
主

0 
«
る
要 

素

V

■な
つ
た
の
で
あ
る
。

’
又
た
民

'族
移
：轉
：の
運
動
以

.後
に
於
て

’印
度
其
他
來
洋
方
面
と
の
；商 

省
を

#;
續
ォ
し
め

^

初
期
の
：商
人
は
シ
？
ァ
人
で
あ
る
、然
か
も
彼
等
の
都
市
が
-波
斯
人
及
び 

S1
抑

七
.腹
人
の
，爲
め
に

©

略

^

ら
る

\

に
.
至
つ
た
こ
ビ
は

S

に
•猶
太

A

を
し
て
彼
等

II
代
ら 

し
む
な
に
罕
っ

^

の
で
あ

.る
'而
し
て
猶
太
人
が
羅
揭
帝
國
，滅

.
C
0

に
.於
て
既
に
世
界
ぎ
，商
槳 

に
适
事
せ
し

zv
>

は
ァ
レ
キ
ナ
ゾ
ド
リ
ア

ff
i

住
の
猶
太
人
に
徵
し
て
吸
ガ
で
あ
る

W

ち
彼
等 

，は
墙
く
か
，

4

商
業

.及
金
貨
業
：に
從
事
し
、乂

'、锻
等
の

'或

考

ば

、政

府
.の
.許
可
を
得
て
■輸
出
向
穀
物 

の
‘®:
督
の
任
に
當

V

M
に
或

.者

.は
海
川

.交
通
の

.事
業
を
經
營

L
、殊
に
彼
等
を
し
て
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富
の
大 
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，六ニ

部
分
を
集
積
せ

し
め
し
も
の

は
金

贷
業
：で
彼
等
の
中

に
は
ア
グ
ジ
ッ
パ
王
に
ニ
十
萬
ド
ラ
ヒ
ゾ 

g
代
希
職
の
'銀

貨

で
之
れ

が
相
I

各
地

方
に

於W

同
じ
か
ら

W

る
も
約
芸
內
外
の

班
 

を
有
せ
し
も
の
で

'*
る)

を
贷
與
せ
し
も
の
あ
り
、又

a
帝
ク
ラ
ウ

.デ
ュ
ス
の
母
の
御
侧
甩
人
こ

6 

し
も
の
あ

b
xe
に
エ
シ
オ

ピ

ア
の
女

王

力

ン
ダ
ケ
の

藏
相
た
な
し

も
の
が
あ
つ
た
の
で
あ
石 

佴
、百
十
六
年
及
其

_

 

S

殺
と
四
百
十
五
年
に
於
け
る
追

®
ビ
は
此
方
面
，に
於
け
る

J
 

の
.

M

的

望

I
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 ̂

f
し
む

る

s

 c

 

 ̂

0で
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S
通

の

H

統
ビ
は 

西
班
牙
、以
太

3

兆
利

.加
及

S

方
面
に
於
け
る
，彼
等
を
結
合
せ
し
め
所
謂
彼
等
の
國
際
的 

取
弓
に

s 
P

て
非
常
な

.便
益
を
與
え
た

0
で
あ
る
、常

'時
^

の
.猶
太
人
が
、商
人
ど
し 

て
東
洋
方
面
に
赴

.い
た
こ
ビ
は
紀
元
九
世
紀
に
於
け
る

][
?
.刺
比
並
の
驛
遞
®
ィ
ブ
コ
ル
ダ
ド 

ぺ

1
の
乳
礼
せ
る
處
に
ょ
づ
七
明
白
で
あ
る
、即
ち
此
記
述
に

.從
へ
ば
當
時
猶
太
の
商
人
が

K 

I

面
に
赴

^

m 

K

 ̂

t 

m 

^

の
通
路
は
主
と
し
て
海

& 

に
ょ
ら
た

も

の
で
先
づ

i

が
ら
海
路
埃
：及
に
出

I

に
紅
海

I

V

印
度
洋
に
達
せ
し
も

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

f

 

 ̂

 ̂
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 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

y
ァ
の
河
流

」

ォロ 

V

テ

i

時
の 

ノ
ェ

ノ

ア
シ)

f
 口 

_

上
陸
し
吏
に

ュ

I
フ
ラ
チ
ス
、バ
ダ

ラツト

、チ
グ

タ

ス、波
斯
_
を
經
て
印

度
洋
に
達

.せ
し
も
の
第
三
は
陸
路
で
先
づ
西
部
歐
羅

5

か
ら
獨
逸
及
ス
ラ
ス

W
族
の
他
方

k 

經
て
力
，ナ
レ
シ
王
國
の

»

»

,ィチ

.々

(

力
サ
レ
ン
は
ク
ォ
ル
ガ
河
畔
の
王
國
で
典
货
嘲
ィ
ナ

ダ

は 

約
商
年
を
通
じ

V

ブ
ル
ガ
ジ
ナ
、露
國
.希臘
等
の
諸
國
の
商
人
が
集
合
し
た
最
も
重
要
な
市
場 

で
朱
に
匕
哲
ニ
十
三
年
ビ
ザ

.ン
チ
ン
帝
：國
に
於
け
る
猶
太
人
追
逐

せ

ら

る

、や、彼
等
の
多
數 

.は
此
王

.國
內
に
移
住
し
與
ら
雄
細
观
及
希
：臘
方

®
に
於

■て
商
業
に
，從事
し
穴
の
で
あ
る

)

に
達 

し

E

.に力
ス
ビ
海
を
渡
つ
て
中
央
瓯
細
孤
方

®
に
至
る
も
の
，®
四
は
同
じ
く
陸
路
に
よ
る
も 

の
で
先
づ
怫
蘭
西
及
西
班
光
方
面
炉
ら
抓
弗
利
加
に
渡
り
之
れ
が
牝
岸
地
方
を
た
ど
つ

.て

〜 

J:
に
出
で
、觅
こ

':
シ
リ
ァ
、バ
ビ
ロ

 

二
ァ
等
を
經
て
印
皮
及
支
那
方
面
に
達
し
た
の
で
あ
る
、而
し 

t

彼
等
は
何
れ
：も^

途
次
の
海
港
ド
於
て
到
る
處
に
同
族
の
在
住
せ
し
も
の
あ
り
し
を
以
て 

之
れ

.
♦か
爲
め
に
取
引
上
非
常
な
る
便
利
を
街
し
た
の
で
あ
る
、又
、復
航
の
際
に
は
彼
等
の
一
音 

は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ブ
ル
に

*

き
此
她

^
セ
彼
等
が
來
洋
方
面
炉
ら
齎
ら
し
た
貨
物
の

1

部 

を
賣
却
し
た
の
で
ぁ
る
、而
し
て
常
時
取

(

引
に

f

し
主
な

.る
货
物
は
奴
隸
、小
兒

.絹
、屯
皮
、刀
劍 

(

以
上
歐
洲
よ

b

艰
洋
方
面
へ
骱
ら
せ
し
商
品

)

勝

.番
，樟
腦
、肉
類

(

以
上
東
涕
よ
り
歐

»

R
if
.ら
せ 

し
商
品

)

等
：で
，あ
る
、而

し
て

當
時
の
猶
太
人
が
是
等
の
取
洋
的
雍
物
に
よ
つ
て
大
な
る

^

益
.を 

獲
得
す
る
に
極
め
て
好
都
合
の
地
位
に
あ
つ
た
こ
€
は
彼
等

,©
顧
客
が
購
質
ヵ
の
贫
弱
な
農 
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